
　

今
年
１
月
に
東
国
原
知
事
が
誕

生
し
、各
種
メ
デ
ィ
ア
で
、地
鶏
や

完
熟
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
物
産
と
宮

崎
の
観
光
地
を
紹
介
し
た
こ
と
で
、

一
般
へ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
。実

際
、旅
行
会
社
で
は
、県
庁
見
学
コ

ー
ス
な
ど
を
折
り
込
ん
だ
旅
行
商

品
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、夏
休

み
商
品
や
下
期
商
品
に
つ
い
て
も
、

現
地
ツ
ア
ー
や
現
地
ツ
ア
ー
付
き

の
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
が
造
成
さ
れ

て
い
る
。目
下
の
人
気
ツ
ア
ー
は
県

庁
見
学
コ
ー
ス
で
、４
月
か
ら
の
開

始
２
カ
月
で
約
１
万
７
千
人
が
訪

れ
て
い
る
。県
庁
見
学
ツ
ア
ー
は
、基
本

的
に
県
庁
の
開
い
て
い
る
平
日
に

予
約
制
で
行
っ
て
い
る
。休
日
は
、

開
放
さ
れ
て
い
る
玄
関
前
や
知
事

の
等
身
大
パ
ネ
ル
前
で
の
記
念
撮
影

の
み
可
能
と
な
っ
て
い
る
。事
前
予
約

が
あ
れ
ば
県
庁
の
観
光・リ
ゾ
ー
ト

課
職
員
に
ガ
イ
ド
し
て
も
ら
え
、県

庁
前
の
駐
車
場
に
大
型
バ
ス
も
停

め
ら
れ
る
。台
数
は
２
台
。コ
ー
ス
は

お
よ
そ
１
時
間
。入
り
口
に
設
置
し

て
あ
る
見
学
ツ
ア
ー
の
チ
ラ
シ
を

見
な
が
ら
見
ど
こ
ろ
を
め
ぐ
る
。前

半
の
30
分
程
度
で
、全
国
で
４
番

目
、九
州
で
一
番
古
い
県
庁
の
概
要

を
中
心
に
、う
ん
ち
く
を
織
り
交

ぜ
た
内
容
。テ
レ
ビ
で
登
場
す
る
知

事
室
前
の
廊
下
な
ど
は
さ
な
が
ら

ロ
ケ
地
巡
り
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
楽

し
さ
が
あ
る
。東
国
原
知
事
に
会

え
る
か
は
運
次
第
と
な
っ
て
い
る

が
、朝
８
時
45
分
に
ツ
ア
ー
予
約

を
入
れ
て
、登
庁
待
ち
で
知
事
と
の

対
面
を
狙
う
旅
行
会
社
も
多
い
と
い

う
。県
外
観
光
客
に
は
ツ
ア
ー
終
了

後
に
知
事
か
ら
の
記
念
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

事
前
予
約
の
な
い
場
合
は
、ガ
イ
ド

無
し
の
見
学
と
な
る
。後
半
の
30

分
は
、み
や
ざ
き
物
産
館
へ
移
動
。

ま
さ
に
話
題
の
地
鶏
や
完
熟
マ
ン

ゴ
ー
な
ど
買
い
物
す
る
こ
と
が
で
き
る

。県
庁
見
学
コ
ー
ス
は
無
料
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
知
事
公
舎
見
学
も
予
約
制

で
行
っ
て
い
る
。住
宅
街
に
あ
る
た

め
バ
ス
か
ら
10
分
程
歩
い
て
い
く

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。建
物
見
学

が
中
心
で
、一
般
公
開
時
は
防
災
セ

ン
タ
ー
機
能
部
分
の
見
学
や
ス
ポ

ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
て
い
る
チ
ー

ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
が
展
示
さ

れ
た
。元
々
、宮
崎
は
、Ｇ
Ｗ
後
か
ら

夏
期
が
ボ
ト
ム
期
間
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、知
事
ブ
ー
ム
の
観
光
客
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、秋
口

か
ら
の
下
期
は
、ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン

と
な
る
の
で
、交
通
や
宿
泊
に
つ
い

て
今
年
は
特
に
早
め
の
手
配
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

宮
崎
県
で
は
、近
年
、長
期
滞
在

や
個
人
、小
グ
ル
ー
プ
客
対
応
の

観
光
地
づ
く
り
が
県
内
各
地
で
官

民
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る

。青
島
地
区
で
は
昭
和
30
年
代
に

１
３
０
万
人
が
訪
れ
て
い
た
が
近

年
は
約
20
万
人
。そ
ん
な
青
島
に

観
光
客
を
呼
び
戻
そ
う
と
行
政
、

地
域
住
民
、観
光
関
係
者
が
連
携

し
て
新
し
い
観
光
ツ
ア
ー
を
開
発

し
て
い
る
。今
年
の
夏
期
で
い
え
ば

サ
ー
フ
ィ
ン
を
中
心
に
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
、リ
ゾ
ー
ト
地
を
意
識
し
た
ア

ク
ティ
ビ
ィ
ティ
へ
の
取
り
組
み
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。下
期
に
向
け
て

は
、青
島
神
社
の
全
面
協
力
を
得

た
、青
島
日
の
出
見
学
ツ
ア
ー「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
モ
ー
ニ
ン
グ
」が
商

品
化
に
向
け
て
最
後
の
調
整
に
入

っ
て
い
る
。

　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、青
島
サ

ー
フ
ィ
ン
＆
ボ
ディ
ボ
ー
ド
ビ
ギ
ナ

ー
ズ
ス
ク
ー
ル
が
６
月
か
ら
10
月

ま
で
の
毎
日
開
催
さ
れ
る
。運
営
は
、

青
島
観
光
六
社
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。宮

崎
県
、宮
崎
市
、み
や
ざ
き
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、宮
崎
市
観
光
協
会
、

青
島
地
域
活
性
化
検
討
会
議
が
協
力

し
て
い
る
。マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
呼

び
水
に
、行
政
と
観
光
関
係
者
が

協
力
し
て
、観
光
活
性
化
を
図
る

取
り
組
み
。

　
昨
年
夏
、青
島
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ

テ
ル
が
同
様
の
ス
ク
ー
ル
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、約
５
０
０
人
が
参
加

し
県
外
客
の
評
価
も
高
か
っ
た
。今

年
は
、地
域
ぐ
る
み
で
、青
島
観
光

ホ
テ
ル
、青
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、青

島
サ
ン
ク
マ
ー
ル
、青
島
水
光
苑
ホ

テ
ル
、旅
荘
地
蔵
庵
の
５
ホ
テ
ル
も

参
加
し
、窓
口
と
な
る
青
島
サ
ー
フ

ィ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。セ
ン

タ
ー
は
、青
島
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ
テ

ル
に
設
置
。団
塊
の
世
代
や
サ
ー
フ

ィ
ン
に
な
じ
み
が
薄
い
若
者
向
け

に
、気
軽
に
体
験
で
き
る
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。セ

ン
タ
ー
前
の
ビ
ー
チ
の
波
は
初
心

者
向
け
で
講
師
は
生
徒
２
人
に
１

人
が
付
く
か
、マ
ン
ツ
ー
マ
ン
な
の

で
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
サ
ー
フ
ィ
ン

を
無
理
な
く
覚
え
ら
れ
る
。ボ
ー
ド

に
立
て
る
ま
で
を
目
指
し
、講
習
後

に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
波
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
る
。「
せ
っ
か
く
宮
崎

に
来
た
の
だ
か
ら
海
に
入
る
。帰
り

に
は
サ
ー
フ
ァ
ー
の
仲
間
入
り
を
し

た
気
分
に
な
り
、非
常
に
満
足
を
得

ら
れ
る
」（
同
セ
ン
タ
ー
）と
い
う
。

ま
た
、講
師
は
接
客
の
研
修
も
受

け
て
お
り
、対
応
も
ソ
フ
ト
で
親
切
な

印
象
だ
。サ
ー
フ
ィ
ン
以
外
に
も
、ボ

デ
ィ
ボ
ー
ド
と
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
の
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
。料
金
は
、

サ
ー
フ
ィ
ン
が
２
時
間
で
５
０
０
０
円

。ボ
ディ
ボ
ー
ド
３
５
０
０
円
。ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
７
０
０
０
円
。ウ
エ
ッ
ト
ス

ー
ツ
、ボ
ー
ド
レ
ン
タ
ル
と
保
険
料
込

み
。定
員
は
サ
ー
フィン
16
人
。ボ
ディ

ボ
ー
ド
20
人
。ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

４
人
。対
象
年
齢
は
、小
学
４
年
生

か
ら
70
歳
ま
で
。ボ
ディ
ボ
ー
ド
と

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
は
小
学
１
年

生
か
ら
70
歳
ま
で
。た
だ
し
、小
学

生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。予

約
は
、先
着
順
で
前
日
の
17
時
ま

で
。予
約
問
い
合
わ
せ
は
電
話（
０

９
８
５・６
５・２
９
４
７
）
。

　
ま
た
、青
島
パ
ー
ム
ビ
ー
チ
ホ
テ

ル
で
は
、４
輪
バ
ギ
ー
レ
ン
タ
ル
、

セ
ス
ナ
遊
覧
飛
行
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ

ガ
講
座
な
ど
の
案
内
を
行
う
ア
ク

テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
開
設
。豊

富
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
り
宿
泊
客
の
快
適
な
青
島
滞
在
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　　

青
島
の
日
の
出
を
見
て
心
を
き

れ
い
に
し
て
青
島
神
社
に
参
拝
す

る
心
の
癒
し
を
求
め
る
観
光
ツ
ア

ー「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
モ
ー
ニ
ン
グ
」

の
準
備
も
進
ん
で
い
る
。す
で
に
地

元
の
宿
泊
業
者
と
大
手
旅
行
会
社

を
対
象
に
商
品
化
に
向
け
て
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。ツ

ア
ー
の
内
容
は
、早
朝
の
朝
日
が

上
が
る
前
に
青
島
の
海
岸
に
集
ま

り
日
の
出
を
鑑
賞
。曇
り
の
日
は

ガ
イ
ド
が
日
の
出
の
写
真
を
配
る
。

次
に
青
島
に
多
く
流
れ
着
く
縁
起

の
良
い
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
拾
う
。タ
カ

ラ
ガ
イ
は
、コ
ヤ
ス
ガ
イ
と
も
呼
ば

れ
安
産
の
お
守
り
に
も
さ
れ
る
。次

に
境
内
に
移
動
、神
社
の
祀
る
山

幸
彦
の
神
話
を
聞
き
、拝
殿
で
お

参
り
。厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
朝
か

ら
神
楽
の
奉
納
を
見
ら
れ
る
。さ

ら
に
鎮
魂
を
体
験
。鎮
魂
は
静
か

に
心
を
落
ち
着
か
す
動
作
。次
に

産
霊（
む
す
ひ
）こ
よ
り
を
境
内
の

綱
に
結
び
付
け
、願
い
を
か
け
る
。

こ
よ
り
は
５
色
か
ら
選
ぶ
。紫
は
心

身
の
健
康
。緑
は
生
業
成
就
。黄
色

は
商
売
繁
盛
。ピ
ン
ク
は
縁
結
び
。白

は
心
願
成
就
。朝
食
は
海
を
見
な

が
ら
境
内
で
食
べ
ら
れ
る
。カ
フ
ェ

テ
ラ
ス
の
よ
う
だ
と
評
判
だ
そ
う

だ
。朝
食
の
材
料
は
青
島
獲
れ
の

海
の
幸
。本
格
的
な
商
品
化
に
向

け
て
雨
天
会
場
を
検
討
し
て
い
る
。

　

同
会
の
会
長
を
務
め
る
長
友
安

隆
宮
司
は
、
「
地
域
の
一
員
と
し
て

協
力
し
て
い
る
。鎮
魂
な
ど
の
評
判

が
良
か
っ
た
。検
討
会
儀
で
は
20

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、県
内
の

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、空
き
店
舗
、個

展
を
開
く「
ア
ー
ト
イ
ン
青
島
」
、

県
立
亜
熱
帯
植
物
園
で
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
青
島
Ｄ
Ｅ
ナ
イ
ト
」な

ど
も
開
催
し
た
。青
島
神
社
で
は
巫

女
体
験
、神
職
体
験
も
行
え
る
」と

話
す
。

　
こ
れ
ま
で「
神
話
と
伝
説
の
く
に

宮
崎
」と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
も
の

に
、ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル（
霊
的
な
心
の
癒
し
）の

視
点
を
加
え
て
、新
し
い
宮
崎
の
観

光
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
る
。

宮
崎
県
で
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
江
原
啓
之
氏
に
監

修
を
依
頼
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

発
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。　

今
年
１
月
に
東
国
原
知
事
が
誕
生

し
、各
種
メ
デ
ィ
ア
で
、地
鶏
や
完

熟
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
物
産
と
宮
崎

の
観
光
地
を
紹
介
し
た
こ
と
で
、一

般
へ
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
。実
際

、旅
行
会
社
で
は
、県
庁
見
学
コ
ー

ス
な
ど
を
折
り
込
ん
だ
旅
行
商
品

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、夏
休
み

商
品
や
下
期
商
品
に
つ
い
て
も
、現

地
ツ
ア
ー
や
現
地
ツ
ア
ー
付
き
の

宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
が
造
成
さ
れ
て
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今
年
１
月
の
東
国
原
英
夫
知
事
の
誕
生
で
、連
日
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ

に
登
場
す
る
宮
崎
県
。知
事
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
ひ
と
つ
に
県
外
観
光
客
を

年
間
で
５
％
増
や
す
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、県
民
総
力
戦
と
し
て
観
光
客
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
る
。す
で
に
Ｇ
Ｗ
ま
で
で
観
光
客
も
顕
著
に
増
加
し
て
い
る

。今
回
の
特
集
で
は
、知
事
効
果
に
よ
る
宮
崎
県
観
光
の
現
状
と
、夏
期
の
注

目
現
地
ツ
ア
ー
、下
期
に
登
場
す
る
現
地
ツ
ア
ー
を
紹
介
す
る
。

左：大人気の県庁見学ツアー　右上：青島の日の出　右下：サーフィンスクール

話題の宮崎観光を探る話題の宮崎観光を探る
宮
崎
県
観
光
特
集

東
国
原
知
事
ブ
ー
ム
で

人
気
の
県
庁
見
学
ツ
ア
ー

癒
し
の
観
光
ツ
ア
ー

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
モ
ー
ニ
ン
グ
」

青
島
地
区
の
現
地
ツ
ア
ー

が
本
格
ス
タ
ー
ト

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

モ
ー
ニ
ン
グ
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
朝
食
時
の
様
子

宮崎県庁舎（本館）は1932年（昭和7年）に建設。九州では宮崎県庁舎（本館）は1932年（昭和7年）に建設。九州では
唯一の戦前から残る県庁舎で、現役で県政の中心を担う。唯一の戦前から残る県庁舎で、現役で県政の中心を担う。
宮崎県庁舎（本館）は1932年（昭和7年）に建設。九州では
唯一の戦前から残る県庁舎で、現役で県政の中心を担う。

　
宮
崎
県
内
の
広
域
連
携
の
大
き
な

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
西
米
良
村
、西

都
市
と
綾
町
３
市
町
村
連
携
。宮
崎
の

観
光
ル
ー
ト
が
日
南
海
岸
な
ど
南
北

の
海
岸
線
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
に
対

し
て
、内
陸
部
の
山
間
部
観
光
地
を
結

ぶ
回
遊
ル
ー
ト
を
提
案
す
る
奥
宮
崎

広
域
観
光
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。　

　
元
々
、西
都
市
は
西
都
原
古
墳
群
と

桜
、コ
ス
モ
ス
な
ど
花
の
名
所
と
し
て

、ま
た
綾
町
は
体
験
型
工
房
施
設「

酒
泉
の
杜
」や
照
葉
樹
林
、吊
り
橋
で

知
ら
れ
る
県
内
有
数
の
観
光
地
。観
光

客
の
入
り
込
み
も
高
千
穂
に
次
い
で
、

西
都
原
古
墳
群
は
２
番
目
、酒
泉
の
杜

は
３
番
目
に
多
い
。西
米
良
村
は
、「
カ

リ
コ
ボ
ー
ズ
の
休
暇
村・米
良
の
庄
」

と
し
て
知
ら
れ
、宮
崎
県
で
唯一、黒
木

定
蔵
村
長
が
、観
光
カ
リ
ス
マ
に
選
ば

れ
て
い
る
。交
流
人
口
を
目
的
と
し
た

西
米
良
型
ワ
ー
キン
グ
ホ
リ
デ
ー
や
民

話
の
語
り
部
な
ど
物
語
性
と
テ
ー
マ

性
を
持
た
せ
た
観
光
事
業
で
、村
お
こ

し
を
成
功
し
て
い
る
。平
成
16
年
の
西

米
良
村
の
観
光
客
数
は
１
２
万
５
９

３
３
人
。西
都
市
の
観
光
客
数
は
１
２

２
万
６
０
１
０
人
。綾
町
は
１
０
０
万

６
９
９
０
人
。旅
行
商
品
で
は
、西
都

市
と
酒
泉
の
杜
に
代
表
さ
れ
る
綾
町

は
団
体
客
の
受
け
入
れ
に
優
れ
た
観
光

地
。西
米
良
村
は
、小
規
模
で
団
体
客

の
受
け
入
れ
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
西
米
良
村
に
は
、熊
本
県
の
人

吉
方
面
か
ら
の
入
り
込
み
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、宮
崎
の
他
の
観
光
地
と
ル

ー
ト
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。酒
泉
の

杜
は
オ
ー
プ
ン
か
ら
10
年
が
過
ぎ
、今

で
も
年
間
85
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。綾
町
の
観
光
収
入
は
年
間
で

約
20
億
円
。酒
泉
の
杜
は
そ
の
内
15

億
円
を
占
め
る
。西
都
市
に
は
、多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
道
の
駅
が

な
く
、観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
逃

し
て
い
る
と
い
う
。西
都
市
と
西
米
良

村
を
結
ぶ
道
路
も
整
備
が
進
み
、大
型

バ
ス
で
も
規
制
を
す
れ
ば
通
行
が
で

き
る
そ
う
だ
。

　
今
回
の
協
議
会
の
取
り
組
み
で
は
、

個
人
や
団
体
客
、旅
行
会
社
に
向
け
て

新
し
い
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
た
観
光

ル
ー
ト「
森
の
仲
道
」を
作
り
、奥
宮
崎

エ
リ
ア
と
い
う
広
域
連
携
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
新
エ
リ
ア
が一
体
と
な
っ
て
観

光
客
の
誘
致
を
図
っ
て
い
る
。

　
森
の
仲
道
は
、宮
崎
空
港
、Ｊ
Ｒ
宮

崎
、人
吉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
起
点

ま
た
は
終
点
に
イ
ン
と
ア
ウ
ト
が
で
き

る
よ
う
に
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
回
遊
コ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。１
年
を
通
じ
て
、

季
節
毎
に
テ
ー
マ
を
持
た
せ
て
い
る
。

２
月
か
ら
３
月
は
ひ
な
ロ
ー
ド（
雛
の

道
）、３
月
か
ら
４
月
は
チ
ェ
リ
ー
ロ
ー

ド（
桜
の
道
）、４
月
か
ら
５
月
は
て

る
は
ロ
ー
ド（
て
る
は
の
道
）、５
月
か

ら
10
月
は
リ
バー
ロ
ー
ド（
川
の
道
）、

７
月
か
ら
８
月
は
七
夕
ロ
ー
ド（
た
な

ば
た
の
道
）、10
月
か
ら
11
月
は
マ
イ

ス
タ
ー
ロ
ー
ド（
工
芸
の
道
）、11
月
か

ら
１
月
は
ふ
る
さ
と
味
ロ
ー
ド（

食
の
道
）。テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、植
樹

や
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
と
い

う
。昨
年
７
月
に
は
、九
州
か
ら
報
道

関
係
者
を
集
め
た
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
、

12
月
に
は
東
京
方
面
か
ら
旅
行
会
社

を
対
象
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
い
る
。観
光
案
内
の
入
っ
た
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
５
月
に
作
成
。宮
崎
市
内
の
旅

館
ホ
テ
ル
に
も
設
置
し
て
い
る
。

　
森
の
仲
道
の一部
は
旅
行
商
品
に
採

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、今
年
度
下
期
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ「
日
本
の
旬
」の
目
玉
で
あ
る
ワ

ン
コ
イ
ン
バ
ス
の
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
に

設
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
近
年
、旅
行
形
態
が
団
体
か
ら
個
人

、小
グ
ル
ー
プ
に
シ
フ
ト
し
た
な
か
、景

気
の
回
復
や
団
塊
世
代
の
大
量
リ
タ

イ
ア
で
、団
体
旅
行
も
復
調
し
て
い
る
。

「
今
後
は
従
来
の
物
見
遊
山
で
は
な
い

、個
性
化
し
た
団
体
、深
み
の
あ
る
個

人
客
が
今
後
の
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

な
る
」同
協
議
会
山
本
達
雄
事
務
局

長（
酒
泉
の
杜・綾
陽
亭
常
務
取
締
役

総
支
配
人
）は
話
し
て
い
る
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
団
体
客
対
応
、旅
行

会
社
や
観
光
関
係
者
と
の
パ
イ
プ
、宿

泊
施
設
な
ど
各
地
域
の
特
徴
を
生
か

し
、弱
点
を
補
い
な
が
ら
、各
地
域
の

魅
力
を
結
び
、強
み
と
し
て
今
後
も
奥

宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
や
観
光
客
の

誘
致
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。

　
酒
泉
の
杜
は
、団
体
客
と
焼
酎
試
飲

施
設
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、宿
泊
施

設
で
あ
る
綾
陽
亭
は
、高
級
タイ
プ
。Ｊ

Ｔ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
90
点
以
上
の

評
価
を
受
け
て
い
る
。酒
泉
の
杜
の
中

で
利
用
す
る
の
は
、陶
芸
、次
い
で
綾
手

袖
の
体
験
工
房
が
多
い
。個
性
化
し
た

団
体
、深
み
の
あ
る
個
人
客
と
い
う
ト

レ
ン
ド
分
析
は
、現
場
か
ら
の
声
。奥

宮
崎
地
域
は
本
気
の
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。　
宮
崎
県
内
の
広
域
連
携

の
大
き
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
西
米

良
村
、西
都
市
と
綾
町
３
市
町
村
連

携
。宮
崎
の
観
光
ル
ー
ト
が
日
南
海
岸

な
ど
南
北
の
海
岸
線
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
に
対
し
て
、内
陸
部
の
山
間
部
観

光
地
を
結
ぶ
回
遊
ル
ー
ト
を
提
案
す

る
奥
宮
崎
広
域
観
光
協
議
会
を
立
ち

上
げ
た
。　

　
元
々
、西
都
市
は
西
都
原
古
墳
群
と

奥宮崎で地域連携
西米良・西都・綾を結ぶ森の仲道
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宮
崎
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